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妹の珠
み づ き

月ちゃん（３）と
弟の龍

りゅうげん

絃くん（２）。とき
どきけんかするけどこれ
からも一緒に遊ぼうねと
笑顔の花月ちゃん。
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今月の表紙 ◉	鳥海山　龍門寺（大東町鳥海）

　鳥
ちょうかいさんりゅうもんじ

海山龍門寺は、現在地にあった真言宗
高野山派のお寺を廃して、曹洞宗寺院に改宗
したと伝えられています。改宗後も長い間、長
福寺と称していましたが、享保年中（１７１６～
３６）に開基した城主の戒名にちなみ、龍門寺
と寺名を変えています。それは、時の九代将軍
家重公の幼名が長福丸であったため改めたと安

あん

永
え い ふ う ど き

風土記に記されています。庇
ひ ご

護者
しゃ

であった開
基家の滅亡により一時期隆盛を失いますが、文
化年中（１８０４～１８）に檀信徒一同の寄進によ
り、本堂及び伽

が ら ん

藍の新築がなされ現在に至ります。

　参道を進むと、荘厳な
重

じゅうそうもん

層門が迎えてくれます。
山門両脇には、体長８尺

（２．４㍍）の金剛力士像
（仁王像）が安置されて

います。この仏像は参詣
する方々や寺院をさまざ
まな災いなどから守って
います。

今月の
一番星

ＪＡ興田支店

ＪＡラポート
自動車整備センター

ＪＡラポート
興田給油所

大東バレーボール記念館
興田市民センター

龍門寺

10

住所：一関市大東町鳥海字古戸前３

CONTENTS

　
下
し も か わ ら

川原　なつめちゃん（６）
  興田小学校１年

学校で算数の勉強が好きななつめちゃん。
将来の夢はケーキ屋さんになることです。

玉
た ま て

手　花
か づ き

月ちゃん（６）
興田小学校１年

外で遊ぶのが好きでシーソーが大好きな
花月ちゃん。将来の夢はアイドルになるこ
とです。

スマホをかざすと
動画が見られます。 　　　　　　のマークが付いた表紙の写真

にスマートフォンをかざすと、子どもたちの
動画が見られます。

※一部端末では正常に動作しない場合がございます。▲ この二次元コードからもダウンロードできます。

いわにちＡＲいわにちＡＲ

「App Store」または「Google Play (Play ストア）」から専用アプリ「marcs（マークス）」をダウン
ロード（無料）します。アプリ起動後、写真にかざすと動画が見られます。

〈 動画配信期間　H.29. 6 .10 〜 29. 8 . 9〉

「 山門 」
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平成２８年度事業の成果　剰余金１億円を「経営安定対策積立金」に
資産の状況 （単位：千円）

資産の部合計
負債の部合計
純資産の部合計

155,794,011
146,581,592

9,212,418

単体自己資本比率
1 6 . 0 0 ％

収支の状況 （単位：千円）

事業総利益
事業管理費
事業利益
税引前当期利益
当期剰余金

2,821,997
2,808,346

13,650
76,014

126,608

剰余金処分の概要
1. 当期未処分剰余金
2. 任意積立金取崩額（固定資産圧縮積立金）

計
3. 剰余金処分額

（１）利益準備金
（２）任意積立金
	 （内　経営安定対策積立金　※ 1）

	 （内　税効果調整積立金　※ 2）

4. 次期繰越剰余金

304,644,800 円
1,951,354 円

306,596,154 円
180,000,000 円

30,000,000 円
150,000,000 円

（100,000,000 円）
（50,000,000 円）

126,596,154 円
※１	 農家経営並びに組合経営の安定及び健全な発展を図るため、会計基準や資産の償却等への対応をはじめ、
	 農畜産物価格の急激な下落対策等予測し難い諸リスクに備えるため１０億円を目標に今後積み立てしていく
	 ものです。今回の加算で６億円の積み立て金額となります。
※ 2　税効果会計による繰延税金資産（法人税の前払い部分）の取り崩しに充てるため繰延税金資産相当額を目
	 標に積み立てを行うものです。

特集

第３回 通常 総 代 会
～持続し続けるいわて平泉農業を目指して～

　

Ｊ
Ａ
は
第
３
回
通
常
総
代
会
を
５
月
26
日
、
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
提

出
し
た
10
議
案
に
つ
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
。
平
成
29
年
度
は
、
新
た
な
３
カ
年
計
画
に
基
づ
き
自

己
改
革
を
進
め
組
合
員
、
地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
10
年
先
も
20
年
先
も
親
し
ま
れ
、
信
頼

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
作
り
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

佐
藤
鉱
一
組
合
長
が
総
代
会
に
あ
た
り
「
合
併
し
て
早

３
年
が
経
ち
、
28
年
度
は
黄
金
の
郷
づ
く
り
推
進
対
策
事

業
を
柱
と
し
た
地
域
農
業
の
振
興
と
、
総
合
事
業
展
開
に

よ
る
く
ら
し
の
活
動
支
援
等
に
よ
る
地
域
貢
献
を
目
指
し

て
事
業
展
開
し
て
き
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
29
年
度

に
つ
い
て
は
本
年
度
か
ら
の
３
カ
年
は
将
来
に
向
け
た
新

た
な
Ｊ
Ａ
作
り
の
重
要
な
年
と
な
る
と
し
「
Ｊ
Ａ
自
己
改

革
に
向
け
て
年
度
ご
と
の
行
動
計
画
や
数
値
目
標
を
定
め

進
捗
管
理
し
な
が
ら
取
り
組
む
と
と
も
に
、
持
続
し
続
け

る
い
わ
て
平
泉
農
業
、
い
わ
て
平
泉
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

黄
金
の
郷
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

決
議
さ
れ
た
議
案

総
代
数
６
９
１
人　

出
席
総
代
数
６
０
７
人

（
本
人
出
席
４
１
２
人
、
委
任
状
出
席
10
人
、
議
決
権
行
使
書
面
提
出
１
８
５
人
）

第
１
号
議
案	

定
款
の
一
部
変
更

第
２
号
議
案	

規
約
の
一
部
変
更

第
３
号
議
案	

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う
農
業		

	

経
営
事
業
に
関
す
る
同
意

第
４
号
議
案	

平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分		

	

案
の
承
認

第
５
号
議
案	

役
員
の
選
任

第
６
号
議
案	

第
２
次
中
期
経
営
計
画
並
び
に
第
２
次
農		

	

業
振
興
計
画
の
設
定

第
７
号
議
案	

平
成
29
年
度
事
業
計
画
の
設
定 

第
８
号
議
案	

平
成
29
年
度
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法		

	

の
決
定

第
９
号
議
案	

平
成
29
年
度
理
事
に
支
払
う
報
酬
の
額
の		

	

決
定

第
10
号
議
案	

平
成
29
年
度
監
事
に
支
払
う
報
酬
の
額
の		

	

決
定

附
帯
決
議	

こ
の
総
代
会
に
お
い
て
決
議
し
た
事
項
で
、

行
政
庁
の
指
示
等
に
よ
り
修
正
変
更
を
必
要
と
す
る
と
き

は
、
決
議
の
趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の
取

扱
い
を
理
事
会
に
一
任
す
る
こ
と

特
別
決
議	

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
実
践
に
関
す
る
事
項

主
な
質
問
と
意
見
要
望

Ｑ
．
財
務
の
中
の
事
業
利
益
が
平
成
28
年
度
ま
で
減
少
し

て
い
る
。
平
成
25
年
と
比
較
す
る
と
約
半
減
し
て
い
る
が

ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
か
。

Ａ
．
供
給
金
額
に
お
い
て
は
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
能
被
害
賠
償
に
か
か
る
代
替
粗
飼
料
供

給
の
本
格
収
束
、
天
候
不
順
に
よ
る
園
芸
品
目
の
出
荷
量

減
少
、
飼
料
用
作
物
・
飼
料
用
米
の
面
積
拡
大
に
伴
う
コ

ス
ト
低
減
資
材
利
用
等
も
あ
っ
て
前
年
対
比
、
計
画
対
比

と
も
減
少
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
28
年
度
は
降
雪
や
台
風
に
よ
る
災
害
で
ハ
ウ
ス
の
倒

壊
被
害
が
あ
っ
た
。
危
機
管
理
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
災
害
時
の
対
策
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
行
政
や
関
係
機
関
と
危
機
管
理

対
策
基
金
の
創
設

な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活

動
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る

か
。

Ａ
．
現
在
は
課
題

解
決
や
取
り
次
ぎ

の
訪
問
と
な
っ
て

お
り
、
経
営
相
談

や
経
営
改
善
ま
で
の
対
応
は
少
な
い
状
況
で
す
。
Ｔ
Ａ
Ｃ

の
資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
部
署
が
連
携
を
強

化
し
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
平
成
30
年
か
ら
政
府
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標
の

配
分
と
米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
．
県
農
業
再
生
協
議
会
が
県
産
主
食
用
米
の
需
要
量
を

国
の
作
柄
や
民
間
在
庫
の
情
報
を
基
に
算
定
し
、
市
町
村

別
の
主
食
用
米
の
生
産
量
の
目
安
を
算
定
。
そ
れ
に
基
づ

き
、
地
域
農
業
再
生
協
議
会
が
認
定
方
針
作
成
者
と
協
議

を
行
い
、
単
年
度
の
地
域
水
田
活
用
計
画
を
作
成
す
る
方

向
で
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
国

に
要
望
を
出
し
、
地
域
の
特
徴
あ
る
農
業
の
展
開
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
検
討
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

要
望
：
来
年
度
の
作
付
け
計
画
に
影
響
が
あ
る
た
め
、
米

の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
を
、
早
め
に
生
産
者
に
示
し
て

ほ
し
い
。

要
望
：
グ
リ
ー
ン
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
、
技
術
向
上
を
し
て
ほ

し
い
。

あいさつをする佐藤鉱一代表理事組合長

活発な質問と意見が交わされました
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平
成
29
年
度
事
業
計
画

　

平
成
29
年
度
は
、
あ
ら
た
め
て
協
同
組
合
の
価
値
と

存
在
意
義
、
Ｊ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
、
支
え
て
き
た

地
域
農
業
、
地
域
社
会
で
の
機
能
と
役
割
を
再
確
認
し

な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
の
持
て
る
組
織
力
、
結
集
力
、
総
合
力

を
発
揮
す
る
中
で
地
域
農
業
・
農
村
の
抱
え
る
諸
課
題

の
解
決
を
進
め
る
た
め
、
組
合
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

お
役
立
ち
で
き
る
よ
う
次
の
事
項
を
重
点
事
項
と
し
て

事
業
計
画
を
樹
立
し
、
地
域
農
業
の
振
興
、
暮
ら
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

１
．
農
業

農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大

　

消
費
者
の
信
頼
に
応
え
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物

を
供
給
す
る
持
続
し
続
け
る
い
わ
て
平
泉
農
業
の
確
立

に
向
け
、「
黄
金
の
郷
づ
く
り
推
進
対
策
事
業
」
な
ど
を

通
じ
て
担
い
手
の
育
成
と
組
合
員
の
農
業
所
得
確
保
・

増
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
く
ら
し

地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化

　

食
と
農
を
基
軸
に
、
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生

活
イ
ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担
い
、
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同

組
合
の
確
立
と
く
ら
し
の
活
動
の
展
開
で
地
域
と
の
結

び
つ
き
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
経
営

組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営

　

自
ら
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
改
革
の
推
進
と
組
合
員
・
地
域

住
民
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
、
財
務
基
盤
の
強
化
と
健

全
な
経
営
基
盤
の
確
立
で
、
信
頼
さ
れ
る
協
同
組
合
と

し
て
の
存
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

総
代
会
の
席
上
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
特
別
功
労
者
と
優
良

農
家
組
合
長
に
感
謝
状
を
、
地
域
農
業
の
振
興
に
取
り
組
み
優
秀
な
成
績
を
収

め
て
い
る
優
良
組
織
に
表
彰
状
が
佐
藤
組
合
長
か
ら
手
渡
し
ま
し
た
。

○
特
別
功
労
者
（
退
任
農
家
組
合
長
）

	

金　

誠
紀	

大
東
町
渋
民

	

小
野
寺　

勘
平	

大
東
町
猿
沢

	
佐
々
木　

昌
夫	

花
泉
町
花
泉

	
佐
藤　

嗣
郎	

大
東
町
曽
慶

	
小
山　

謙
次
郎	

大
東
町
大
原

	

佐
藤　

壽
朗	

一
関
市
舞
川

	

佐
々
木　

利
夫	

一
関
市
厳
美
町

	

小
野
寺　

光
雄	

一
関
市
狐
禅
寺

	

岩
渕　

祐
一	
一
関
市
弥
栄

	

鈴
木　

勇	
一
関
市
厳
美
町

	

佐
藤　

伸
一	

花
泉
町
涌
津

	

及
川　

佐
久
良	

大
東
町
中
川

	

千
葉　

一	

一
関
市
舞
川

	

長
田　

昌	

一
関
市
萩
荘

	

佐
藤　

茂	

一
関
市
厳
美
町

	

千
葉　

勝
衛	

花
泉
町
老
松

	

千
葉　

隆
之	

花
泉
町
涌
津

	

那
須　

宏	

東
山
町
長
坂

組
合
員
等
表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）○

優
良
農
家
組
合
長
（
退
任
農
家
組
合
長
）

	

小
野
寺　

兵
吾	

一
関
市
弥
栄

	

和
賀　

正	

東
山
町
松
川

○
優
良
組
織

	

農
事
組
合
法
人

	

ア
グ
リ
パ
ー
ク
舞
川	

一
関
市
舞
川

	

農
事
組
合
法
人

	

と
ぎ
の
森
フ
ァ
ー
ム	

千
厩
町
小
梨

特
別
決
議

自
己
改
革
の
実
践
に
邁ま

い
し
ん進

　

組
合
員
お
よ
び
役
職
員
は
、
従
来
以

上
に
「
自
己
改
革
の
必
要
性
や
農
協
法

５
年
後
検
討
条
項
に
対
す
る
認
識
を
共

有
の
う
え
、
よ
り
一
層
の
ス
ピ
ー
ド
感

と
危
機
感
を
持
っ
て
次
の
事
項
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

１
．
正
・
准
組
合
員
を
対
象
と
し
た
総

合
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
第
２
次
中
期

経
営
計
画
並
び
に
第
２
次
農
業
振
興
計

画
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
着
実
に
実

践
す
る

２
．
農
業
者
の
世
代
交
代
時
期
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、「
農
家
組
合
員
の
所

得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」
を
最

重
点
に
取
り
組
む

３
．
全
組
合
員
・
役
職
員
間
で
情
報
お

よ
び
危
機
感
を
共
有
す
る

４
．
こ
れ
ま
で
の
自
己
改
革
実
践
の
成

果
を
踏
ま
え
、
組
合
員
お
よ
び
役
職
員

一
体
と
な
り
、
自
己
改
革
の
実
践
に
邁

進
す
る

第
２
次
中
期
経
営
計
画
・
農
業
振
興
計
画
達
成
に
向
け
て

　

総
代
会
の
中
で
第
２
次
中
期
経
営
計
画
・
第
２
次
農
業

振
興
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
組
織
や
事
業
、
組
合
員
か
ら
の
要
望
な
ど
が
多

様
化
す
る
な
か
で
、
黄
金
の
郷
づ
く
り
推
進
対
策
事
業
と

く
ら
し
の
活
動
の
展
開
で
「
持
続
し
続
け
る
い
わ
て
平
泉

農
業
」「
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同

組
合
」
の
確
立
へ
向
け
、
次
の
最
重
点
施
策
の
達
成
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
農　

業

〔
最
重
点
施
策
〕
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大

　
「
魅
力
増
す
農
業
・
農
村
」
の
創
造
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

に
向
け
、「
選
択
」
と
「
集
中
」
を
基
本
と
し
た
意
識
改
革
の

も
と
、
組
合
員
に
対
し
て
所
得
増
大
と
よ
り
安
い
生
産
資
材

供
給
を
本
分
と
し
、
組
合
員
と
と
も
に
組
織
・
事
業
を
改
善

し
つ
つ
「
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ
」「
結
集
で
き
る
拠
点
」
を
目
指
し
、

部
門
間
連
携
に
よ
る
担
い
手
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
化
等
に
よ
り
生
産
者
が
減
少
す
る
中
で
、
関
係
機

関
と
連
携
し
新
た
な
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
と
と
も
に
、

補
助
事
業
等
の
活
用
で
意
欲
あ
る
担
い
手
の
規
模
拡
大
を
支

援
し
ま
す
。
畜
産
に
お
い
て
は
、
生
産
コ
ス
ト
低
減
支
援
と

し
て
公
共
牧
場
の
機
能
を
充
実
し
周
年
利
用
を
推
進
し
、
生

産
性
の
高
い
畜
産
経
営
に
向
け
た
生
産
基
盤
の
強
化
に
努
め
、

繁
殖
及
び
肥
育
の
一
貫
生
産
体
制
を
推
進
し
ま
す
。

◆
く
ら
し

〔
最
重
点
施
策
〕
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化

《
信
用
部
門
》
し
っ
か
り
と
農
業
を
支
え
る
農
業
メ
イ
ン
バ
ン

基準年度
H２８年度実績

金額
2,821,997

876,771
1,065,340

607,150
222,579

60,499
165,865

15,000
88,404

△ 279,615
2,808,346

13,650
124,316

76,014

信用事業総利益
共済事業総利益
購買事業総利益
販売事業総利益
農業倉庫事業総利益
利用事業総利益
宅地等供給事業総利益
その他事業総利益
指導事業収支差額

事業管理費
事業利益
経常利益
税引前当期利益

事業総利益

第１年度
H２９年度実績

	 金額	 前年比

第２年度
H３０年度実績

	 金額	 前年比

第３年度
H３１年度実績

	 金額	 前年比
2,695,025

709,200
1,025,000

601,771
218,277

73,143
229,546

17,958
74,523

△ 254,393
2,662,037

32,988
129,778
129,778

95.5%
80.9%
96.2%
99.1%
98.1%

120.9%
138.4%
119.7%

84.3%
-

94.8%
241.7%
104.4%
170.7%

2,682,236
700,000

1,017,000
599,697
218,943

74,411
231,900

18,265
73,343

△ 251,323
2,668,681

13,555
110,316
110,316

99.5%
98.7%
99.2%
99.7%

100.3%
101.7%
101.0%
101.7%

98.4%
-

100.2%
41.1%
85.0%
85.0%

2,660,847
679,000

1,010,000
595,520
222,345

75,603
238,574

18,855
73,773

△ 252,823
2,582,885

77,962
174,733
174,733

99.2%
97.0%
99.3%
99.3%

101.6%
101.6%
102.9%
103.2%
100.6%

-
96.8%

575.2%
158.4%
158.4%

総合損益計画
（単位：千円）

ク
機
能
の
強
化
に
よ
り
、
農
業
者
の
所
得
増
大
や
経
営
相
談

等
の
支
援
、
地
域
利
用
者
へ
の
一
層
の
貢
献
に
資
す
る
生
活

メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
の
強
化
を
図
り
、
利
用
者
満
足
度
の
向

上
と
地
域
利
用
者
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
顧
客
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
即
し
た
営
業
体
制
の
強
化
等
、
施
策
実
践
を

支
え
る
業
務
基
盤
の
強
化
と
人
材
開
発
、
事
業
推
進
の
前
提

と
な
る
健
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

《
共
済
部
門
》
組
合
員
・
地
域
住
民
に
選
ば
れ
、
信
頼
さ
れ
る

Ｊ
Ａ
共
済
を
目
指
し
、
全
戸
訪
問
活
動
（
３
Ｑ
訪
問
）
を
基

軸
に
次
世
代
層
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の
万
全
な
保
障
提

供
を
行
い
、
地
域
の
く
ら
し
と
生
活
を
守
り
、
安
心
と
満
足

を
提
供
し
て
い
く
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

《
経
済
部
門
》
地
域
の
食
文
化
の
継
承
と
健
全
な
食
生
活
の

実
現
を
通
じ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
食
農
教
育
を
展
開
し
、
生

活
に
密
着
し
た
事
業
の
提
供
に
よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

豊
か
な
地
域
づ
く
り
や
結
び
つ
き
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

組
織
の
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
経　

営

〔
最
重
点
施
策
〕
組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営

　

地
域
の
特
徴
と
組
合
員
等
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま

え
、
意
思
決
定
の
迅
速
化
と
効
率
的
な
機
能
発
揮
及
び
専
門

性
の
強
化
を
確
保
で
き
る
機
構
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

職
員
の
業
務
遂
行
能
力
の
高
位
平
準
化
の
た
め
、
高
度
・

専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
・
確
保
と
と

も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
強
化
で
組
合
員
・
利
用

者
の
満
足
度
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

特別決議を提言する
佐藤幸子女性部長

◉
新
役
員
紹
介

　

第
５
号
議
案
が
承
認

さ
れ
新
し
い
理
事
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

総務管理担当

小野寺　キイ子 理事
（平泉町平泉）
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ＪＡねぎ部会は５月１、２の両日、
管内２会場で指導会を開きました。

平泉ワイナリー誕生

おしゃれな寄せ植えが完成

ほ場を観察し予防散布をしっかりと

トップブランドを願い
県知事が田植え

良品出荷に向け意識統一

新人職員が体験で地域農業を学ぶ

トンネル内の温度管理に注意を
計画的な早期摘果で果実肥大を

ＪＡ女性部室根中央支部は５月２５日、
第１回女性部教室を開き、花き農家
の畠山修一さん（室根）を講師に寄せ
植え講習会を行いました。

ＪＡ花き部会切り花・鉢物専門部は５月
１６日、スターチス出荷規格目揃え会を
行いました。

ＪＡ女性部東山中央支部は５月
１９日、㈱渡辺採種場の高橋秀行
さんを講師に野菜作り講習会を
開きました。

金色の風を栽培する３ＪＡ（いわて平泉、
岩手ふるさと、江刺）の栽培研究会は５月
８日、達増拓也岩手県知事による田植え式
を行いました。

おいしい野菜作りを学ぶ

とまとジュースが大人気

（農）アグリ平泉は５月２７日、「第９回ライス・アートｉｎひらいずみ」を開催。約２００人が参加。下書きに沿って４種類の古代稲の苗を植えました。

ＪＡなす生産部会は５月１８、１９の両日、
ナス現地指導会を管内３会場で開きま
した。

ＪＡりんご部会は５月１８、１９の両日、

リンゴ現地指導会を管内１３会場で

開きました。

ＪＡは５月７日、一ノ関駅東口橋上通路で

開かれた駅マルシェに出店し、管内農産

物のＰＲを行いました。

今年ＪＡに入組した新採用職員１２人
は５月中旬の４日間、農業研修を行
い田植えなど作業に汗を流しました。

農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
平
泉
は
４
月
27
日
、

平
泉
町
産
の
リ
ン
ゴ
を
使
っ
た
シ
ー
ド
ル
の

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。（
写
真
は
道
の
駅

平
泉
に
て
）

第
２
次
農
業
振
興
計
画

　

第
２
次
農
業
振
興
計
画
で
は
、「
黄
金
の
郷
づ
く
り
推

進
対
策
事
業
」
を
継
続
す
る
こ
と
で
生
産
基
盤
の
維
持
拡

大
を
引
き
続
き
実
践
し
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、
組
合

員
と
消
費
者
の
期
待
に
応
え
る
安
全･

安
心
な
農
畜
産
物

の
安
定
供
給
に
向
け
た
「
農
業
生
産
拡
大
」
に
集
中
的
に

取
り
組
み
、
食
と
農
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創

造
に
よ
る
「
地
域
の
活
性
化
」
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保･
育
成
を
関
係
機
関
と

連
携
す
る
こ
と
で
更
に
強
化
し
、
国･
県
が
実
施
す
る
農

業
政
策
に
対
し
、
組
合
員
の
所
得
確
保
を
第
一
義
と
し
た

提
案
を
実
施
し
ま
す
。

部
門
別
重
点
事
項

１
．
担
い
手
部
門

①「
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
お
よ
び
地
域
実
践
活

動
に
対
し
て
の
支
援

②
集
落
営
農
組
織
の
設
立
の
推
進
・
育
成
、
法
人
化
の
手

続
等
事
務
支
援

③
新
規
就
農
者･

認
定
農
業
者
等
多
様
な
担
い
手
の
確
保

･

育
成

④
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
に
よ
る
担
い
手
と
の

関
係
強
化

⑤
平
成
30
年
産
以
降
の
米
政
策
の
見
直
し
お
よ
び
収
入
保

険
制
度
の
対
応

２
． 

米
穀
部
門

①
食
の
安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み

②
米
穀
共
同
乾
燥
施
設
の

利
用
拡
大

③
新
品
種
「
金こ

ん
じ
き色
の
風
」、

「
銀
河
の
し
ず
く
」
へ
の
取

り
組
み

④
独
自
販
売
を
拡
大
し
、
生

産
者
手
取
り
向
上
へ
の
取

り
組
み

⑤
夏
川
地
区
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
設
に
よ
る

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
米
の
販

売
力
強
化

３
．
園
芸
部
門

①
重
点
品
目
を
中
心
と
し
た
園
芸
品
目
の
生
産
拡
大

②
重
点
市
場
及
び
重
点
販
売
先
へ
の
対
応
強
化

③
安
全
で
安
心
な
「
い
わ
て
平
泉
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立

④
効
率
的
な
集
出
荷
体
制
の
構
築

４
．
畜
産
部
門

①
中
核
農
家
の
規
模
拡
大
と
生
産
基
盤
の
整
備    

②
生
産
性
の
高
い
経
営
体
の
育
成   

③
多
様
な
労
働
力
を
活
用
し
た
労
力
軽
減
と
担
い
手
育
成

支
援

④
営
農
指
導
と
連
携
し
た
改
良
と
増
殖
の
推
進

⑤
安
全
・
安
心
の
確
保
と
販
売
促
進
活
動

５
．
生
産
資
材
部
門

①
集
落
営
農
組
織
・
担
い
手
経
営
体
へ
の
「
出
向
く
体
制
」

の
強
化

②
営
農
指
導
、
各
生
産
部
会
と
の
関
係
を
密
に
し
、
予

約
購
買
の
推
進
と
資
材
の　

安
定
供
給

テーマは「西行法師と束稲山の桜」 品目
米類
穀類

合　計
野菜
花き
果樹
菌茸
養蚕

合　計
生乳

和牛子牛
肥育牛（黒毛）

肥育牛（その他）
成牛市場

鶏卵
肥育豚
合　計

総合計

　　Ｈ２８実績
4 , 5 2 2 , 7 5 7

1 1 7 , 0 0 2
4 , 6 3 9 , 7 5 9
1 , 4 4 5 , 6 0 6

4 4 2 , 9 0 9
2 4 5 , 0 0 8

2 5 , 9 9 2
8 , 8 1 8

2 , 1 6 8 , 3 3 4
1 , 5 1 9 , 8 9 9
2 , 5 6 3 , 8 8 6
1 , 2 1 0 , 5 2 4

1 3 8 , 6 5 0
3 3 6 , 7 7 9

1 0 , 6 0 0
5 2 , 8 6 8

5 , 8 3 3 , 2 0 6
1 2 , 6 4 1 , 3 0 1

　　Ｈ２９計画
4 , 6 2 4 , 4 7 1

7 6 , 3 5 0
4 , 7 0 0 , 8 2 1
1 , 5 6 7 , 5 4 5

4 6 4 , 0 4 0
2 8 1 , 4 3 0

3 2 , 0 4 0
1 1 , 0 0 0

2 , 3 5 6 , 0 5 5
1 , 4 6 3 , 7 6 0
2 , 3 7 1 , 4 0 0

7 2 0 , 0 0 0
8 4 , 0 0 0

2 5 7 , 8 5 0
7 , 5 6 0

3 9 , 0 0 0
4 , 9 4 3 , 5 7 0

1 2 , 0 0 0 , 4 4 6

　　Ｈ３０計画
4 , 6 4 8 , 1 0 0

7 6 , 5 0 4
4 , 7 2 4 , 6 0 4
1 , 6 5 0 , 8 0 5

4 8 6 , 5 4 0
2 8 1 , 9 5 8

3 5 , 4 8 0
1 1 , 0 0 0

2 , 4 6 5 , 7 8 3
1 , 4 0 4 , 0 0 0
2 , 2 8 9 , 0 0 0

6 4 8 , 0 0 0
8 0 , 0 0 0

2 4 4 , 9 0 0
7 , 5 6 0

3 9 , 0 0 0
4 , 7 1 2 , 4 6 0

1 1 , 9 0 2 , 8 4 7

　　　Ｈ３１計画
4 , 7 0 8 , 3 7 2

7 8 , 5 7 0
4 , 7 8 6 , 9 4 2
1 , 7 0 9 , 6 2 5

5 1 4 , 0 4 0
2 8 2 , 2 1 9

4 0 , 3 6 0
1 1 , 0 0 0

2 , 5 5 7 , 2 4 4
1 , 4 0 4 , 0 0 0
2 , 2 1 9 , 0 0 0

6 4 8 , 0 0 0
7 6 , 0 0 0

2 3 9 , 1 0 0
7 , 5 6 0

3 9 , 0 0 0
4 , 6 3 2 , 6 6 0

1 1 , 9 7 6 , 8 4 6

米
穀

園
芸

畜
産
酪
農

特集 第３回 通常総代会

販売品販売高計画 （単位：千円）
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生育好調、病害虫防除の徹底を
ＪＡピーマン部会出荷規格目揃え会

特養で草取りのボランティア
ＪＡ女性部一関中央支部真滝支部

出荷規格の確認をする部会員草取りをする女性部員

　ＪＡが管理運営する一関市の公共牧場の夏季放牧が
本格的に始まり、安全祈願祭を室根高原牧野で５月１
日、須川牧場で２日に行いました。ＪＡ、市、農家な
どが出席し畜産振興と安全な運営管理に誓いを新たに
しました。室根高原牧野放牧互助会長の及川公志さん

（大東）は「家では搾乳作業が忙しいので預けられるの
は助かる。良い環境の中で丈夫に育ってほしい」と期
待を込めました。

促
成
キ
ュ
ウ
リ
の
規
格
確
認
で

良
品
出
荷
へ

Ｊ
Ａ
き
ゅ
う
り
部
会
出
荷
規
格
指
導
会

預
託
牛
放
牧
ス
タ
ー
ト

Ｊ
Ａ
運
営
の
公
共
牧
場

出
荷
規
格
の
確
認
を
す
る
部
会
員

広
い
草
地
で
の
び
の
び
す
る
牛

夏
季
放
牧
を
安
全
祈
願

　ＪＡきゅうり部会は４月２８日、促成キュウリの出荷
規格指導会を花泉町の永井野菜集荷場で開き、これ
から出荷が本格化する促成キュウリの規格を確認し意
識統一を図りました。また、同部会では病害虫の判別
を分かりやすく掲載したオリジナルの冊子を関係機関
と協力して発行。部会員全員に配布し効果的で効率の
良い防除で収量アップを狙います。

　ＪＡピーマン部会は５月１８日、出荷規格目揃え会を開
きました。これから本格化するピーマンの出荷規格を確
認し、良品生産に向けた今後の管理に理解を深め、信
頼される産地づくりに決意を新たにしました。ＪＡ園芸課
の菅原真一職員は「産地の信用をさらに高める様に、選
別をしっかりとし、病害虫被害果を混入させないように」
と注意を促しました。

　ＪＡ女性部一関中央支部真滝支部は４月２８日、特
別養護老人ホーム明生園で草取り作業のボランティア
を行いました。部員２７人が参加し、施設入口から続
く花壇の草取りや植木の剪定作業に汗を流しました。
同支部の小岩泰子副部長は「先輩方が続けてきた活動
を今後も継続し、地域に一つしかない施設の手助けに
なればうれしい」と話しました。

「農産地中里」をテーマに学習おいしくなーれ！ たくさんのお米ができてほしい

メダカ田んぼに田植えバケツ直播に挑戦

水稲育苗から学ぶ生きもの調査なども予定 種まきから頑張りました

ＪＡ一関青年部中里支部の指導で４月２７日、
種もみの芽出しや育苗を学びました。今年
はバケツ稲の栽培に挑戦しています。

佐々木弘さん（花泉）らの指導で５月８、
２２の両日、サツマイモの苗などを植えま
した。

田んぼ所有者の蜂谷艸平さん（滝沢）と
ＪＡ一関青年部真滝支部の指導で５月８
日、田植え体験を行いました。

ＪＡ川崎青年部とＪＡ職員の指導で５月
１６日、田植え体験を行いました。

ＪＡ藤沢青年部 高橋賢志さんの指導
で５月１７日、バケツ稲の種まきをしま
した。

地域の農家やＪＡ職員の指導で５月１０日、
田植え学習を行いました。

ＪＡ平泉青年部とＪＡ職員の指導で５月
１６日、田植え体験を行いました。

佐々木弘さん（花泉）など地元農家、ＪＡ
花泉青年部金沢支部、ＪＡ職員の指導で
５月１２日、田植え学習を行いました。

愛心幼稚園 滝沢小 中里小

厳美小

川崎小

金沢小

藤沢小

平泉小

１０年間の取り組み

小学校統合前最後の田植え体験を５月
１７日、全校児童３９人と保護者も参加
して行いました。

清田小

元気に育って！

ほほえみ、たんぽぽ組の児童６人が５
月２２日、バケツに「ひとめぼれ」の苗
を植えました。

一関小

コシヒカリのお米が楽しみ

田んぼ所有者の阿部邦弘さん（赤荻）、
地域ボランティア、保護者、ＪＡ職員の指
導で５月２３日、田植え体験を行いました。

赤荻小

泥の感触、気持ちいい！

田んぼ所有者の高橋宏藏さん（東山）、Ｊ
Ａ東山青年部、ＪＡ職員の指導で５月２３
日、田植え体験を行いました。

東山小

笑顔あふれる農業体験
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PROFILE

藤野　寿美さん（58）
Sumi  Fujino

千厩町奥玉

手帳

1959 年千厩町奥玉生まれ。千厩
高校、酪農学園大学短期大学部
を卒業後、家業の酪農経営に携
わる。2005 年に酪農から小菊栽
培に転換。現在、小菊 250 ａを
作付け、ＪＡ花き部会小菊専門
部長を務める。両親、長女夫婦、
孫２人（３歳、６カ月）と７人暮らし。

　探し求めてやっと出会えた手帳。１日１ペー
ジになっており、予定やその日あったことな
どを書き込め、スケジュール管理や振り返り
ができる。手帳に書くことで、さまざまなこ
とを整理するのに役立っている。

高
い
志
の
も
と
、
日
々
”キ
ラ
リ
“と
光
る
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。

”黄
金
の
郷
“い
わ
て
平
泉
を
支
え
る
、
魅
力
溢
れ
る
”こ
し
ぇ
る
び
と
“の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
く
。

農
家
と
消
費
者
、

Ｊ
Ａ
が
共
に
支
え
る
農
業

千
厩
町
奥
玉

藤
野
寿す

み美
さ
ん

新
た
な
挑
戦

　

ま
ば
ゆ
い
日
差
し
が
照
り

つ
け
る
広
大
な
小
菊
畑
。
お

盆
の
出
荷
に
合
わ
せ
定
植
し

た
小
菊
の
苗
が
一
面
に
広
が

る
。
２
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

転
作
田
を
活
用
し
、
藤
野
寿

美
さ
ん
は
小
菊
栽
培
を
営
ん

で
い
る
。

　

酪
農
か
ら
転
換
し
始
め
た

小
菊
の
栽
培
は
一
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
だ
っ
た
。
40
代
半
ば
。

「
人
生
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
」

と
自
分
を
奮
い
立
た
せ
、
無

我
夢
中
だ
っ
た
。
改
め
て
経

営
に
つ
い
て
学
ん
だ
の
も
こ

の
頃
。
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー

プ
や
県
、
岩
手
大
学
で
つ

く
る
い
わ
て
ア
グ
リ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し
、

「
現
状
を
維
持
す
る
だ
け
で

は
先
細
り
に
な
る
。
５
年
先
、

10
年
先
を
見
据
え
、
目
標
を

高
く
設
定
し
て
取
り
組
む
」

こ
と
を
教
わ
っ
た
。

人
と
の
出
会
い
と
つ
な
が
り

　

寿
美
さ
ん
の
向
上
心
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
一
緒
に

働
く
仲
間
に
も
伝
わ
り
、
作

業
の
改
善
点
や
経
営
に
つ
い

て
、
提
案
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
共
に
高
め
合
え
る
仲
間

が
い
る
こ
と
を
心
強
く
感
じ

て
い
る
。

　

今
ま
で
は
先
輩
の
背
中

を
追
い
か
け
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
挑
戦
し
な
が
ら
成
長

し
て
き
た
。
最
近
は
さ
ま
ざ

ま
な
場
で
年
下
の
若
い
農
家

と
関
わ
る
機
会
が
増
え
、
自

分
が
追
い
か
け
ら
れ
る
立
場

に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
る
。

「
若
い
農
家
の
話
か
ら
新
た

な
気
付
き
や
元
気
が
も
ら
え

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
や
る
気

の
あ
る
若
者
を
支
え
、
共
に

成
長
し
て
い
き
た
い
」。

　
「
私
に
は
お
金
で
買
え
な

い
宝
が
あ
る
」
と
寿
美
さ
ん
。

今
ま
で
出
会
っ
た
人
た
ち
の

お
か
げ
で
今
の
自
分
が
あ
る
。

人
に
支
え
ら
れ
助
け
ら
れ
て

き
た
こ
と
に
感
謝
が
尽
き
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
農
業
と

農
家
の
理
解
者
を
増
や
し
、

消
費
者
に
も
農
業
を
支
え
て

も
ら
う
こ
と
が
こ
の
先
必
要

だ
と
強
く
感
じ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
、
情
報
発
信
や
農

業
体
験
の
受
け
入
れ
に
も
力

を
注
ぎ
、
異
業
種
と
の
連
携

も
模
索
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
小
菊
栽
培

　

Ｊ
Ａ
花
き
部
会
小
菊
専
門

部
の
部
長
を
務
め
る
寿
美
さ

ん
は
、
常
に
先
を
見
つ
め
て

い
る
。
需
要
期
が
お
盆
と
お

彼
岸
に
限
定
さ
れ
る
小
菊
は
、

い
か
に
そ
の
時
期
に
い
い
も

の
を
た
く
さ
ん
出
荷
で
き
る

か
で
売
り
上
げ
が
左
右
さ
れ

る
。
産
地
情
報
を
い
ち
早
く

市
場
に
届
け
る
な
ど
、
売
れ

る
販
売
戦
略
づ
く
り
を
生
産

者
と
Ｊ
Ａ
が
共
に
考
え
汗
を

か
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
専
門
部
の
充
実
と
生

産
者
の
栽
培
技
術
の
向
上
、

後
進
の
育
成
に
力
を
入
れ
な

が
ら
、
産
地
一
丸
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

—
—

先
輩
方
が
培
っ
て
き
た

栽
培
技
術
や
地
盤
を
若
い
世

代
に
つ
な
げ
た
い
。
自
分
が

そ
う
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
。
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農業に必要なノウハウを学ぶ就農希望者（㊨奥）

良
質
生
産
を
誓
い
高
単
価
販
売

を
要
望

知
名
度
向
上
に
意
欲
を
示
す

会
長
の
勝
部
修
一
関
市
長

一関地方農林業振興協議会
新規就農ワンストップ相談窓口を開設

　一関地方農林業振興協議会は、新規就農者の支援強化を図
るワンストップ相談窓口を開きました。今年度初回となる５月１０
日は、管内で就農を考える男性２人がＪＡ西部営農振興センター
で相談を行いました。相談員を務めたＪＡ営農振興課の藤野秀
一課長は「農業を始めるに当たり、さまざまな不安があると思う。
就農希望者が前に踏みだせるように関係機関が一体となり準備
から経営開始、経営計画達成まで継続的にバックアップしていく」
と話しました。

なす生産部会販売推進会議

「安全・安心・高品質」の
生産、出荷に努めます

　ＪＡなす生産部会は５月２３日、販売推進会議を開
き部会代表者と出荷市場７社が出席しました。産地の
状況や出荷計画を確認し今年度は出荷数量計画１８万
９千箱、販売平均単価を１４３３円／箱を希望すると伝
えました。市場側から高品質で好評だが安定供給をし
てほしいと要望がありました。千葉昭義部会長は「消
費者ニーズに合わせた出荷形態の対応も検討する」と
意欲を示しました。

　相談窓口は、毎月第２水曜日に奇数月はＪＡ西部営農振興センター、偶数月はＪＡ東部営農振興センターで午後１時
３０分から開催予定。希望者は開催日の３日前までにＪＡ、一関農業改良普及センター、一関市農政課、平泉町農林
振興課のいずれかに連絡し申し込みが必要です。

いわて南牛振興協会総会、懇談会
地産地消の強化に向ける

　一関市、平泉町、ＪＡ、ＪＡ肥育牛部会で組織するい
わて南牛振興協会は５月２２日、総会と懇談会を開きま
した。２０１７年度も地産地消を拡大するためのＰＲ事
業を展開するほか、首都圏の枝肉購買者との懇談会を
行うなど知名度の向上と農家の生産意欲を高め産地の
強化を図ることを確認しました。懇談会の中で課題と
されている県内供給体制の確保策としてＪＡ肥育牛部
会の佐々木賢治部会長が「試験的に月２頭を目安とし
て県畜産流通センターに出荷し地元店のいわて南牛肉
確保に協力したい」と話しました。

支部

一　関
花　泉
平　泉
千　厩
藤　沢
大　東
東　山
室　根
川　崎
合計・平均

19
37
9
21
5
26
9
11
7

144

951
920
870
921
923
960
775
793
870
960

490
546
528
558
620
540
589
599
357
357

676,933
706,495
690,720
696,651
781,704
703,080
665,640
698,662
611,897
694,418

25
39
5
30
14
36
14
17
7

187

1,007
1,061
935
1,130
1,035
1,247
1,137
983
895
1,247

517
585
750
598
181
718
739
657
566
181

768,614
877,708
836,136
880,704
839,546
890,130
877,346
850,976
742,269
854,499

44
76
14
51
19
62
23
28
14
331

729,025
794,354
742,654
804,918
824,324
811,690
794,504
791,139
677,083
784,857

85.1%
92.8%
90.0%
97.4%
92.9%
95.4%
91.3%
90.2%
80.8%
91.9%

雌 去勢 合計

５月市場の
最高販売額の血統構成

雌　　　父：隆之国
　母の父：安福久
祖母の父：平茂勝
　　　　　　（大東）

去勢　　　父：美津照重
　母の父：百合茂
祖母の父：安福久
　　　         （大東）

頭数 高値 安値 平均価格 頭数 頭数高値 安値 平均価格 平均価格 前回比（％） 

※黄色の網掛けはベスト１の支部。（単位：円、ただし高値・安値は千円）税込みです。

県
南
子
牛
市
場
５
月
11
日

和
牛
枝
肉
販
売
成
績
５月

JAいわて平泉集荷月間最高販売牛　血統紹介
＊雌の部 徳悠翔×第１花国×安平

美津照重×義平福×北国7の 8
Ａ４　509 ㎏　単価 2,599 円
  Ａ５　571 ㎏　単価 2,800 円＊去勢の部

雌

単価（円）枝重（kg）格付 販売額（円） 単価（円）枝重（kg） 販売額（円）

450

454

449

2,544

2,343

2,089

1,164,305

1,064,728

938,334

512

483

491

2,617

2,316

1,974

1,340,970

1,118,040

968,997

上物率
（格付４等級以上）

85.0%

５
等
級
４
等
級

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
販
売
分

３
等
級

去勢

販売頭数４０頭

　ＪＡは、管内産米の新規格として３００㌘袋を導入しました。
１回の食事での消費量が少ない少人数の家庭などを考慮し、こ
れまでの規格よりも小さいサイズを用意しました。地域の消費者
に加え、道の駅平泉で観光客のお試しパックとしての活用も想定
し新規の顧客開拓に期待を込めます。

　一関市厳美町山谷地区で５月２８日、同地区の米生産者
と生活クラブ生協岩手が田植え交流会を行いました。地元
の都 ” 里夢米生産振興協議会（佐々木守美代表）の主催で
毎年開かれ、生活クラブ生協岩手の組合員や家族、地元
農家や関係機関など約６０人が参加。９㌃の水田にひとめ
ぼれの苗を手で植えながら交流を深めました。

　近年、野生動物による農作物等への被害が増えています。
今回は電気柵の基本的な設置方法と注意点をお知らせします。

◎通電の良い場所に設置する
　地面の乾いた場所や通電性のない地面（コンクリート、アスファ
ルトなど）の場合、動物に電流は流れません。そのような場合は、
柵を少し田畑の内側に設置するか、トタン板を敷くなど通電させる
工夫が必要です。
◎傾斜地から離して設置する
　電気柵を飛び越える場合があるので傾斜地から２㍍程度離して
設置しましょう。
◎漏電防止の草刈りをする
　草が電線に触れていると電圧が低くなります。バッテリーや電池
も早く消耗します。
◎柵のそばの藪

や ぶ

をなくす
　藪は動物の隠れ家になります。柵の外際３㍍程度の刈り払いを
行いましょう。 
◎周囲を隙間なく囲う
　動物は隙間を探し侵入しようとします。田畑の周囲をすべて囲う
ように設置しましょう。

◎動物の鼻先の高さに電線を張る
　動物の体には固い毛があるため、鼻先や肉球などにしか電流は
流れません。電線は動物の鼻先の高さに１本張り、潜り抜けないよ
うにさらに下に張る必要があります。
◎地面のくぼみは電線でふさぐ
　地面のくぼみは電線を追加するなど隙間を必ずふさぎましょう。
◎電圧テストをする
　電圧テスターを用い、複数の場所で電圧のテストをします。少な
くとも 4,000V 程度の電圧が必要です。
◎定期的に点検し、補修、維持管理を行う
　定期的に電圧チェックを行いましょう。落ち枝等で破損していな
いかも確認します。地形によっては、電流が
流れていても地際から侵入している可能性が
あります。定期的に点検し安全な使用を心掛
けてください。

	 電気柵についての問い合わせは、
	 ＪＡ各営農経済センターまで

効果的な電気柵の設置方法と
注意点 

畜産課　　和牛繁殖担当

佐々木  崇
たかとし

稔
　人も一人ひとり違うように、
牛も血統などさまざまな要
因で個体差があります。牛
を見る目を養い、日々勉強
し、購買者が求める牛づく
りのために適切なアドバイ
スができるように頑張ります。

協同の力で田植えを
終えました

家族連れも参加しにぎ
やかに田植え体験

お
手
頃
サ
イ
ズ
の
金
色
舞

新規格３００㌘で販売
ＪＡいわて平泉の「金

こんじきまい

色舞」

消費者と田植え交流
都

ド

”里
リ ー ム

夢米生産振興協議会

畜産情報

E I N O H

J O H O

指導員紹介
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中
耕
・
追
肥
の
目
安

監修：やすらぎホールせんまや  ℡：0191-52-5943 ／やすらぎホールいちのせき  ℡：0191-32-1140

監
修
●
（
株
）
渡
辺
採
種
場

　

ハ
ク
サ
イ
は
漬
け
物･

キ
ム
チ･

鍋
物
と
、

食
卓
に
は
欠
か
せ
な
い
野
菜
で
す
。
く
せ
が

な
く
、
甘
み
の
あ
る
葉
は
煮
る
、
炒
め
る
、

蒸
す
な
ど
調
理
法
も
い
ろ
い
ろ
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
み
、
さ
ま
ざ
ま
な

料
理
に
も
合
う
の
で
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
ほ
し

い
野
菜
で
す
。

【
作
型
】

早
ま
き
栽
培　
　

８
月
１
日
～
８
月
10
日

生
育
期
が
高
温
の
た
め
、
管
理
の
難
し

い
作
型
で
す
。

耐
暑
性
が
あ
り
、
病
害
に
強
い
品
種
を

選
び
ま
す
。

標
準
ま
き
栽
培　
　

８
月
15
日
頃

結
球
期
が
生
育
適
温
と
な
る
の
で
栽
培

し
や
す
い
時
期
で
す
。

目
的
や
用
途
に
応
じ
て
品
種
を
選
び
ま
す
。

冬
ど
り
栽
培　
　

８
月
20
日
頃

播
種
期
が
重
要
で
、
早
い
と
過
熟
に
な

り
や
す
く
、
遅
い
と
不
結
球
に
な
る
の

で
注
意
し
て
下
さ
い
。

耐
寒
性
の
品
種
を
選
び
、
厳
寒
期
前
に

囲
い
、
貯
蔵
し
ま
す
。

【
種
ま
き
・
育
苗
中
の
管
理
】

①
種
ま
き
用
培
土
を
使
用
し
、

発
芽
ま
で
は
日
除
け
し
て
地
温

30
℃
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

（
発
芽
適
温
は
20
～
25
℃
で
す
）

②
灌か

ん
す
い水

は
、
晴
天
日
の
午
前
中
に
し
、
日
暮

れ
の
頃
に
は
セ
ル
ト
レ
ー
が
や
や
乾
く
程
度

に
し
て
お
き
ま
す
。

午
後
３
時
以
降
の
灌
水
は
、
徒
長
苗･

病
害

虫
発
生
の
心
配
が
あ
る
の
で
避
け
て
下
さ
い
。

③
１
２
８
穴
の
セ
ル
ト
レ
ー
の
育
苗
期
間
は
、

16
～
18
日
が
最
適
で
す
。
育
苗
期
間
の
後
半

10
～
14
日
以
降
は
、
で
き
れ
ば
屋
外
で
育
苗

し
風
や
夜
露
に
当
て
苗
を
締
め
ま
す
。

【
畑
の
準
備
】

排
水
良
好
な
畑
を
選
び
、
定
植
の
１
週
間
前

ま
で
に
施
肥･

畑
作
り
を
し
ま
す
。
完
熟
堆

肥･

苦
土
石
灰･

化
成
肥
料
を
施
し
、
良
く

耕
し
ま
す
。
う
ね
幅
75
㎝
、
株
間
45
㎝
の
単

条
植
え
が
栽
培
し
や
す
い
で
す
。

【
定
植
】

晴
天
無
風
の
日
を
選

び
、
極
端
な
深
植
え

や
浅
植
え
は
活
着
不

良
と
な
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

【
追
肥･

中
耕
】

定
植
10
日
後
と
20
日

後
頃
に
速
効
性
肥
料

を
施
し
、
同
時
に
中

耕
す
る
と
追
肥
の
効

果
が
高
ま
り
、
雑
草
防
止
と
排
水
、
風
対
策

に
な
り
ま
す
。

【
収
穫
】

球
の
頭
を
お
さ
え
て
、
固
く
締
ま
っ
て
い
れ

ば
収
穫
時
期
で
す
。
冬
ど
り
栽
培
で
は
、
12

月
上
旬
頃
収
穫
し
ま
す
。
外
葉
を
付
け
た
ま

ま
抜
き
上
げ
稲
わ
ら
等
で
囲
い
ま
す
。

お
薦
め
品
種

・
早
ま
き
栽
培

　
　

・
夏
の
祭
典

　
　

・
黄
愛
65

・
標
準
ま
き
栽
培

　
　

・
秋
の
祭
典

　
　

・
黄
愛
75

・
冬
ど
り
栽
培

　
　

・
仲
秋

　
　

・
冬
の
祭
典

　
　

・
黄
皇
85

※
種
子
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ａ
各

　

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

白菜の “さっぱり ” 中華風即席漬け

①

②
③

ハクサイは葉と軸にわける。葉は 3 ～ 4ｃｍ位のざく切り、
軸は２～３ｃｍ長さの拍子木切りにし、塩をふって軽く揉
み、しんなりしたら水気を絞る
ショウガ・ニンジンは 2 ～ 3 ｃｍ長さの千切りにする
刻み昆布と、①・②を良く混ぜ合わせ、漬け液に１時間く
らい漬ける ( すぐに食べたい時はビニール袋に入れて重し
をする )

蟻塚公園へ新緑
ドライブ！ツツジ
が満開で最高！！

折り紙で手先を器用
に藤の花作りに挑戦
しました。

春の大運動会
「がんばるぞー！」

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
♪

デ
イ
・
ル
ー
ム
が
華
や
か
に
！

　
初
盆
って
何
の
こ
と
？

　

亡
く
な
っ
て
か
ら
初
め
て
迎

え
る
お
盆
の
こ
と
で
す
。

◎
初
盆
に
用
意
す
る
も
の

①
盆
棚
（
精
霊
棚
）

②
精
霊
馬

　

キ
ュ
ウ
リ
で
馬
を
、
ナ
ス
で

牛
を
模
し
て
作
り
ま
す
。（
故

人
は
キ
ュ
ウ
リ
の
馬
に
乗
っ
て

現
世
に
や
っ
て
き
て
、
ナ
ス
の

牛
に
乗
っ
て
あ
の
世
に
帰
っ
て

い
く
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）

③
白
提
灯
（
盆
提
灯
）

　

無
地
も
し
く
は
自
家
の
家
紋

の
入
っ
た
「
白
提
灯
」
を
準
備

し
ま
す
。
最
近
で
は
、
毎
年
使

え
る
よ
う
に
絵
柄
の
入
っ
た
提

灯
を
使
用
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え

て
い
ま
す
。

④
初
盆
の
お
返
し

　

お
仏
前
を
持
参
す
る
方
も
多

い
の
で
、
返
礼
品
を
用
意
し
て

お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

不
慣
れ
な
こ
と
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
早
め
に
用
意
し
て

万
全
の
態
勢
で
初
盆
の
供
養
を

し
ま
し
ょ
う
。

木村  千恵美 さん

野菜ソムリエプロ

  豆知識  	 ハクサイはビタミン C やカリウム類を豊富に含んでおり、体内の老廃物を体の外に排出してくれる効果があります。

ネギの定植を学ぶ
女性部員 昨

年
の
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
で
見
事
優
勝
を
し
ま
し
た

野菜栽培のポイント学ぶ
ＪＡ女性部川崎中央支部

　ＪＡ青年部では、学習会やスポーツ大会で盟友同士
の交流を深め組織活動の強化を図るために次の活動を
行います。
	　　6 月下旬〜７月上旬予定　　青年部学習会
	　　7 月2日（日）　　　　　ＪＡ青年部協議会野球大会
	　　7 月29 日（土）　　　　 県ＪＡ青年ソフトボール大会
多数の盟友の参加をお待ちしています！

　また、青年部では新しい仲間を募集しております！
青年部へは男女問わず加入できます。加入を希望される
方は、お近くの営農経済センターまたは営農振興課 23-
9176（西部）75-3311（東部）までお問い合わせください。

青年部上期の活動予定について　
ＪＡ青年部協議会

〈材料〉
ハクサイ…………………… 500 ｇ
ショウガ……………………… 1 片
ニンジン………………………  50g
塩…………………………… 少々
刻み昆布……………………… 10g
漬け液
赤唐辛子…1/2 本（種を取り除き輪切り）

らっきょう酢… …………  150 ｍｌ                          
しょうゆ・ごま油… ……各大さじ 2

　ＪＡ女性部川崎
中央支部は５月２
日、今 年度３回目
の畑の講習会を開
きました。農業高
校の実習助手をし
ていた上沼清一さ
んを講師に、ニン

ジン、ネギ、サトイモなどの種まきと定植を行いました。
栽培した野菜は、ＪＡまつりでとん汁として振る舞う
他、食農教育「あぐりキッズ」の収穫体験などで使用
します。今野典子支部長は「定期的に集まり作業す
ることで連帯感が生まれ女性部の活動に良い影響が
出ている。今後も畑の講習会を続けさまざまな野菜
作りに挑戦したい」と意欲を見せました。

ガ
ッ
シ
ョ
ー
く
ん
が
お
答
え
し
ま
す
！

あなたもチャレンジ！　家庭菜園

〒 029-0803 一関市千厩町千厩字境田 153-12
TEL 0191-52-5668

ＪＡ デイサービスセンター

〒 021-0901 一関市真柴字原下４−１
TEL 0191-31-1538

今月は
ハクサイ

女性部
通信

青年部
通信

発信！

ケアコンシェルじゅ
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春の彩り漬け

【一口メモ】	
・良く冷ましてから袋に小分けして冷凍保存もできます。
・タケノコにはシュウ酸が多く含まれているので、コンブやゴマでカルシウムを 
   補い、シュウ酸吸収量を減らすように工夫しました。

■つくり方

① タケノコを３～５㌢程度の食べやすい大きさの薄切りにする。ワラビも同じ長さ
　 にそろえておく
② 鍋にタケノコを入れ、浸る程度の水とだし昆布を入れて中火で１５～２０分ほど 
　 煮る
③ 煮上がったタケノコをざるで湯切りし鍋に入れ、調味料Ａを加える。焦げ付か
　 ないように火加減を注意しながら弱火か中火で１５～２０分ほど煮て味を染み
　 込ませる
④ 底から持ち上げるようにかき混ぜ、味見をして全体的に味が染み込んだら火
	 を止めて、調味料Ｂとワラビ・ニンジンを加え混ぜる
⑤ 香り付けに調味料Ｃを回しかけ完成

■材料
□タケノコ………………………… ３本

□ワラビ… ……………………… １束
（タケノコ・ワラビはあく抜きしたもの

を使います。無い場合は市販の水煮で
も良い）

□ニンジン…１／３本（細切りにしておく）

□だし昆布…適量（１０㌢位にカットしたもの）

□調味料
　Ａ：しょうゆ、酒、みりん、砂糖…各大さじ１
　Ｂ：豆板醤、キムチの素…各大さじ１（辛
　　   さはお好みで）、塩コンブ……１５㌘
　Ｃ：白ゴマ…適宜、ゴマ油…大さじ…１

牧場のレストラン

284

343

ＪＡ室根支店

ＪＡ大原支店

牧場の
レストラン

住所	 大東町大原字山口 51-139
電話	 0191-72-2123
営業期間 	 ４月～１１月末日
営業時間 	 午前 11 時～午後 4 時
	 （午後 3 時ラストオーダー）
定休日 	 火曜日

〔お店から一言〕

　爽やかな風がそよぐ広大な室根高原にある当店は、雄大な自然を見渡しながら食事ができ
るレストランです。やわらかくてジューシーな生ラムのジンギスカンをメインとしています。米
と野菜はできるだけ地元産を使用。いわいどりや地元産のホルモンなども準備しています。
お薦めは、Ａコース 牧場のファミリー焼肉セット（生ラム、ラムスライス、エルンテソーセージ、
いわいどりの盛り合わせ） （＝写真）。ジンギスカン以外にもカレー、ピッツァ、パスタやソフト
クリームなどもございます。子ども会でのご利用や宴会のご予約なども承りますので、お気軽
にお問い合わせください。皆さまのご来店をお待ちしております。

Ａコース「牧場のファミリー焼肉セット」（２～３人分）３３００円（税別）

支店長
小岩 秀明

信用窓口
藤本 恵里

支店長代理
加藤 美穂

信用窓口
菊池 優也

信用渉外
菊池　亮

共済窓口
金野 将紀

共済渉外
時田 道明

地域の皆さまに親切・丁寧に

　常に明るく元気であり、地域の皆さまの身近な存在とな
り、気軽に立ち寄りたくなるような支店を目指しています。
皆さまのご来店を心よりお待ちしています。

こんにちは

小梨支店
です。

金利以外の特典がある

定期貯金はありますか？

くらしのヒント！
ＪＡ事業Ｑ＆Ａ

常務理事

橋本　和幸
（室根）

　

Ｊ
Ａ
が
合
併
し
て
早
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。『
黄
金

の
郷
づ
く
り
推
進
対
策
事
業
』
の
効
果
も
あ
り
、
合
併

以
来
、
農
畜
産
物
の
販
売
金
額
が
概
ね
１
２
０
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
か
ら
日
本
の
食
料
を
安
全
・

安
心
と
共
に
安
定
的
に
供
給
で
き
る
体
制
が
構
築
で
き

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
緑
と
お
い
し
い
水
・
空

気
を
守
っ
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
、
規
制
改
革
推
進
会
議
の
も
と
、
巨
大
な
権
力
と

共
に
政
治
の
圧
力
、
過
度
的
な
報
道
の
中
で
Ｊ
Ａ
改
革

が
進
め
ら
れ
、
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
の
評
価
が
平
成
31
年

５
月
と
い
う
期
間
を
区
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
日
本

の
食
糧
増
産
確
保
を
国
の
農
政
と
一
体
化
し
て
推
進
し

て
き
た
Ｊ
Ａ
で
あ
り
ま
す
。
今
や
地
域
の
営
農
ば
か

り
で
は
な
く
地
域
で
の
生
活
協
同
体
的
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。
国
の
大
規
模
経
営
体
中
心
の
食
料
農
政
、
経

済
界
の
貿
易
立
国
主
義
だ
け
で
は
日
本
の
生
態
系
、
緑

が
育
む
お
い
し
い
水
、
空
気
は
守
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
地

域
で
生
活
し
食
料
を
大
消
費
地
に
届
け
て
い
る
誇
り
を

「
農
は
国
の
礎
な
り
」
そ
し
て
「
自
然
育
む
日
本
」
を
こ

の
地
域
か
ら
発
信
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
の
基
盤
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「自然育む日本」をこの地から…

“つくる”をテーマにＪＡ役員がノートに綴ります
あぐりジャーナル

　　 年金受給者・予約者向けの定期貯金「結い
の恵み」は、全国の農畜産物などがお選びいただ
ける「ニッポンの恵み」カタログギフトが抽選で当
たります。
　お申し込み時と満期時の抽選となりますので、
お申し込み後も満期時の抽選を楽しみにしなが
ら貯金をしていただけます。また、カタログギフ
トは 8,000 円相当となっておりますので、金利以

外の特典をお求めの方にも満足
いただける商品となっております。
　詳しくは、ＪＡ各支店または信
用渉外担当者へお問い合わせ下
さい。

山目支店　信用渉外　鈴木　光

東山町松川

阿部  安子さん

マルシェ
地産地消のお店

こ
し
ぇ
る
辞
典

大
地
の
恵
み
ク
ッ
キ
ン
グ

発信！

職員を紹介します

今月の
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Ｆ
Ｍ
あ
す
も 

Ｊ
Ａ
番
組

「
そ
～
じ
ゃ
＊
い
～
じ
ゃ
」

毎
週
金
曜
日 

お
昼
12
時
40
分
～  

絶
賛
放
送
中
！

詳しくは、ＪＡ各支店までお問い合わせください。

お
詫
び
と
訂
正

５
月
号
３
ペ
ー
ジ
下
部
の
藤
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
黄
海
分
館
の
住
所
に
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
一
関
市
藤
沢
町
黄
海
字
町
裏
54—

１
」
で
す
。

お
詫
び
申
し
上
げ
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ＪＡいわて平泉 理事会だより
次の事項について審議され、原案通り可決されました。
第2回　4月28日開催
▶︎定款の一部変更▶規約の一部変更▶役員（理事）の選任▶平成 29 年度経費の賦課及
び徴収方法▶平成 29 年度理事に支払う報酬の額の決定▶平成 29 年度監事に支払う報
酬の額の決定▶第 3 回総代会提出議案▶第 3 回総代会招集通知、委任状、議決権行使
書▶平成 28 年度決算修正、事業報告及び剰余金処分案の承認▶全国農業協同組合連合
会が行う農業経営事業に関する同意▶平成 29 年度米販売対策費収支計画書の設定▶平
成 29 年度農政・広報対策活動資金の拠出▶平成 29 年産出荷契約米共同計算に係る重
要事項の決定▶平成 29 年度事業計画・第 2 次中期経営計画並びに第 2 次農業振興計
画▶固定資産の取得▶職制規程の一部変更▶ＪＡいわて平泉第二次黄金の郷づくり推進対
策事業実施要領の設定▶介護予防・日常生活支援総合事業における指定第 1 号訪問事業
運営規程等の設定▶一関市北上川治水地権者会理事の推薦▶有限会社ＪＡラポート取締
役の派遣▶利益相反取引（花卉前渡金、水稲育苗委託）▶農家組合に係る各種統一▶利
益相反取引の承認（購買品売買取引）
第３回　５月３０日開催
▶︎行政庁報告用業務報告▶宅地等供給事業実施要領の一部変更▶改正個人情報保護法
を踏まえた規程類の一部変更および廃止▶小野寺キイ子理事に係る担当委員会の決定▶
平成 29 年度理事の個別報酬の決定▶農家組合に係る各種統一▶常務理事の業務引継ぎ
に係る立会人の決定

特集
家の光ニュース
～2017 年 7月号～

なるほど！子育て 孫育て

別冊付録
まんが10 分で分かるＪＡのなぜ？

「誤解・勘違いを解消しよう！」編

○日時	 ７月６日（木）
		  13：30 〜 20：00

	 7日（金）
		  10：00 〜 20：00

	 8日（土）
		  10：00 〜 17：00

○会場	 ベリーノホテル一関
	 （２F 磐井の間）
	 一関市山目字三反田１７９
	 ☎ 0191-23-1000︎

○日時	 ７月１４日（金）ホルスタイン種の部

	 １５日（土）黒毛和種の部

○場所	 一関市川崎町大久保工業団地敷地内
　
○主催	 一関地方畜産共進会実行委員会
	 （ＪＡ、一関市、平泉町、ＪＡ酪農部会、ＪＡ和牛生産部会）

ご来場者特典
①ジュエリー工房
②お買い上げ記念品
③ケーキ＆ドリンクサービス

ふれあいジュエリー総合衣料展２０１７開催のお知らせ

女性農業者等オペレーター育成研修会

第４回一関地方畜産共進会開催のお知らせ
　一関地方畜産共進会実行委員会は、第 4 回一関地方畜産共進会

を開催します。管内の畜産農家が手塩にかけた自慢の愛牛を出品し

日頃の飼養管理の成果を競います。多くの皆さまのご来場をお待ち

しております。

お問い合わせは、各支店・営農経済センターまたは生活課☎ 23-3009 まで

詳しくは、ＪＡ畜産課☎ 75-3313（東部）、23-6735（西部）まで

　これからの農業を担う、女性農業者・新規就農者等を対象に農業機械に関する研修会を開催します。
農業機械のプロが個別指導しますので、未経験者も歓迎です。お友達を誘ってご参加下さい。

日　　時：平成 29 年 6月30日（金）10:00 ～15:00
会　　場：岩手県立農業大学校（金ヶ崎町六原字蟹子沢 14）
	 会場への移動はバスを用意します。
	 ( ①千厩分庁舎：8 時 20 分集合、②一関合同庁舎：9 時集合）
募集人員：16 人（先着順、参加費は無料ですが昼食代はご負担いただきます）
座学研修：農機具の保守管理と農作業安全について
実技研修：トラクター・草刈機等の基本操作　講師：岩手県立農業大学校・丸山製作所
主　　催：一関地方農林業振興協議会

※展示会場への入場には、パスポート券１，５００円（税込）が必要です。

ご来場時、会場にて引換券と交換して
お渡しさせていただきます。

特
別
提
供
品

284

ＪＡラポート川崎給油所
ＪＡ川崎営農経済C

共進会会場
（大久保工業団地敷地内）

ＪＡ川崎支店

ローソン様
千厩川

お問い合わせ・申し込み先 ＪＡいわて平泉営農振興課　　西部営農振興センター ☎︎ 23-9176　担当 : 伊藤
	 東部営農振興センター ☎ 75-3311　担当 : 三浦

１つのお申し込みにつき左記のⒶ〜Ⓒより１点お選びいただけます。

INFORMATION
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こしぇる Space

　

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
こ
い
の
華
で
認
知
症
介
護
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
将
来
、
人
の
役
に
立
つ
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
時
に
こ

の
施
設
で
職
場
体
験
を
し
、
こ
こ
で
働
き
た
い
思
い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に

接
し
た
ら
よ
い
か
悩
ん
だ
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
者
さ
ん
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
、
信
頼
関
係
を
築
き
ま
っ
す
ぐ
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
気

付
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
き

た
の
か
を
ご
家
族
か
ら
う
か
が
い
、
利
用
者
さ
ん
が
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る

よ
う
に
手
助
け
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
介
護
福
祉
士
の

資
格
取
得
に
向
け
勉
強
中
で
す
。
利
用
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
よ
り
良
い

ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

休
日
は
よ
く
出
掛
け
ま
す
。
今
一
番
行
き
た
い
と
こ
ろ
は
、
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。
時
間
を
み
つ
け
て
い
ろ
い
ろ
な
所
を
旅
行
し
た
い
で
す
。

よ
り
良
い
ケ
ア
を
目
指
し
て

花
泉
町
油
島　

武た
け
だ田 

麻あ
さ
か華 

さ
ん 

21
歳

５月号の答えは
「マーガレット」でした。

当選者は次の方々です。

佐　藤　芳　子さん（萩　荘）

藤　本　千　二さん（厳美町）

鈴　木　枝美子さん（花泉町）

岩　渕　さき子さん（花泉町）

干　泥　まり子さん（千厩町）

菅　原　昭　子さん（千厩町）

及　川　淳　子さん（大東町）

鈴　木　ミキ子さん（東山町）

高　橋　郁　子さん（藤沢町）

小　山　房　子さん（室根町）

▼５月号の答え

二重マスの文字を A 〜 E の順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

  タテのカギ
① 身を立てて故郷へ——を飾った
③ 肩や腰が痛むときに貼ることも
⑤ 傷や病気が治ること
⑥ 「これが生命線で、これが運命線……」と見ていきます
⑦ ろくろ首やのっぺらぼうなど
⑨ 梅雨どきには差す機会が増えます
⑪ 漆で描いた文様に金粉などを付けて仕上げます
⑬ 釣った魚を入れます
⑮ お酒よりもお菓子が好きな人
⑰ 本当にあったこと
⑲ つるべで水をくみ上げます
⑳ 1階建ての建物のこと
㉑ 居酒屋や料理屋の入り口によく下げられています

vol.39

　

熊
谷
さ
ん
ご
夫
婦
は
昭
和
50
年
３
月
に
結
婚
し
ま
し
た
。
２
人
の

子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
現
在
は
息
子
夫
婦
と
３
人
の
孫
に
囲
ま
れ
に
ぎ

や
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

和
夫
さ
ん
は
長
年
勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、
平
成
27
年
か
ら
萩

荘
江
川
地
区
の
農
家
組
合
長
と
し
て
地
域
の
営
農
振
興
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。

　

和
子
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
女
性
部
萩
荘
支
部
長
を
務
め
て
５
年
目
と
な

り
ま
す
。
部
員
の
信
頼
も
厚
く
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
す
二
人
の
楽
し
み
は
孫
の
成
長
を
見
守
る
こ

と
と
、
知
人
と
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と
。「
今
、
旅
行
の
計
画
を
立

て
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
二
人
そ
ろ
っ
て
健
康
が
一
番
！
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
和

夫
さ
ん
。
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
共
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
好
き
な
間

食
を
控
え
健
康
を
気
遣
い
ま
す
。

二人そろって健康が一番

昭和５０年　鎌倉にて

熊谷　和
か ず お

夫 さん（66）

　　　和
か ず こ

子 さん（64）

一関市萩荘

  ヨコのカギ
① 6 月の第 3——は父の日です
② 収穫物を——・優・良に仕分けした
③ 梅干しの色付けにも使われる葉野菜
④ 止まらずに行ってしまいました
⑥ 近付くと雨が降りやすくなります
⑧ 草を刈るときに使います
⑩ 長崎の麺料理。ちゃんぽんと並ぶ名物です
⑫ 願い事を書いて奉納する板
⑭ ナガス、マッコウ、ミンクといえば
⑯ お手洗い、ご不浄などともいいます
⑱ 鬼が出るか——が出るか

正解者の中から 10 名の方に
図書カード（500円券）をプレゼントします。

※ご応募いただいた個人情報は、当選者へのプレゼント発送に利用させていただきます。また、お寄せ
いただいた身近な話題は　「皆さんの声、お届けします！」コーナーに掲載させていただく場合があります。

郵便はがきの裏に次の①〜③をご記入の上ご応募ください。
① クイズの答え　② 身近な話題や本誌へ一言
③ あなたの住所、氏名、年齢

	 〒 021-0027  一関市竹山町７－１
	 ＪＡいわて平泉　総合企画課　まで

ご応募は FAX（21- 0242）、Ｅメールでも受け付けます。
Ｅメールアドレス　kosheru@ja-iwatehiraizumi.or.jp

締切日   平成２９年６月２３日（金）（当日消印有効）
皆さまからのご応募お待ちしております。

クイズ

今月の当選者

心
待
ち
に
し
て
い
た
桜
も
あ
っ
け
な
く
散
り
、
山
々
の
若
葉
も
日
増

し
に
色
濃
く
な
り
、
今
年
も
農
作
業
の
季
節
と
な
り
、
忙
し
く
動
き

回
っ
て
い
ま
す
。	

東
山
町　

Ｔ
さ
ん
（
70
代
）

田
植
え
が
や
っ
と
終
わ
り
次
は
畑
の
作
業
。
周
辺
は
草
ぼ
う
ぼ
う
、
農

作
業
は
な
か
な
か
待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。	

花
泉
町　

Ａ
さ
ん
（
80
代
）

ク
マ
の
出
没
と
て
も
怖
い
で
す
。
ち
な
み
に
カ
モ
シ
カ
は
今
年
３
回
見

ま
し
た
。	

真　

柴　

Ｍ
さ
ん
（
60
代
）

今
年
も
無
事
に
田
植
え
が
終
わ
り
ま
し
た
。
新
し
く
家
族
が
増
え
る

の
で
、
お
米
が
た
く
さ
ん
取
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

大
東
町　

Ｋ
さ
ん
（
50
代
）

毎
年
忘
れ
ず
や
っ
て
く
る
ツ
バ
メ
。
幸
せ
を
運
ん
で
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。	

藤
沢
町　

Ｍ
さ
ん
（
90
代
）

冬
場
は
野
菜
が
高
い
の
で
キ
ュ
ウ
リ
の
冷
凍
保
存
を
や
っ
て
み
ま
す
。

弥　

栄　

Ｉ
さ
ん
（
50
代
）

今
年
も
孫
の
好
き
な
夏
野
菜
を
数
種
類
植
え
、
お
盆
に
帰
省
し
た
時
に

収
穫
す
る
姿
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。	

滝　

沢　

Ｓ
さ
ん
（
60
代
）

昨
年
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
全
部
食
べ
ら
れ
た
の
で
今
年

は
植
え
な
い
予
定
だ
っ
た
け
ど
、
家
庭
菜
園
を
見
て
や
っ
ぱ
り
植
え

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。	

平
泉
町　

Ｓ
さ
ん
（
70
代
）

ぼ
た
ん
祭
り
に
行
き
、
ボ
タ
ン
の
花
の
大
き
さ
と
、
そ
の
美
し
さ
に

驚
き
ま
し
た
。	

花
泉
町　

Ｕ
さ
ん
（
70
代
）

何
十
年
も
前
か
ら
娘
と
海
外
ド
ラ
マ
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。「
刑
事
コ

ロ
ン
ボ
」
名
作
で
す
。	

千
厩
町　

Ｙ
さ
ん
（
70
代
）

気になるあの娘
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編
集
後
記

▽
今
年
も
ク
マ
出
没
の
ニ
ュ
ー
ス
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
一
関
市
の
統
計

に
よ
る
と
市
内
に
お
け
る
２
０
１
６

年
度
の
出
没
情
報
は
15
年
度
に
比
べ

１
９
７
件
多
い
３
９
９
件
で
統
計
開

始
の
12
年
度
以
降
で
最
多
と
の
こ
と
。

中
で
も
一
関
、
大
東
両
地
域
が
全
体

の
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
農
作
業

な
ど
外
で
の
作
業
時
は
周
囲
に
注
意

を
払
い
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
出
る
も

の
を
携
帯
し
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
対

策
を
行
い
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
十
分
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

（
伊
東
）

▽
管
内
の
小
学
校
な
ど
が
取
り
組
ん

で
い
る
学
習
田
の
田
植
え
や
バ
ケ
ツ

稲
の
移
植
も
終
わ
り
、
活
着
後
の
成

長
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
年
は
私
も
バ
ケ
ツ
稲
の
栽
培

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
が
、
無
農
薬
栽

培
の
た
め
雑
草
が
生
え
虫
も
遊
び
に

来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
稲
の
成
長
と

共
に
雑
草
や
虫
の
観
察
も
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
本
店
に
お

越
し
の
際
は
、
皆
さ
ん
に
も
稲
の
様

子
を
見
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
浅
利
）

良
い
風
が

吹
い
て
き
た

の
う

う
む
う
む
！

大
航
海
時
代
に
ゃ

コ
ロ
ン
ブ
ス
た
ち
と

新
大
陸
ア
メ
リ
カ
へ

渡
っ
た
の
う

そ
う
そ
う
！

船
員
の
命
と

胃
袋
を
任
さ
れ
た

も
ん
サ
ネ

我
ら
二
人

航
海
で
は

コ
ッ
ク
兼

衛
生
兵
！！

タ
マ
ネ
ギ
の
チ
カ
ラ
で

コ
レ
ラ
菌
や
病
原
性
の
カ
ビ
を
殺
菌

抗
炎
症
作
用
で
傷
口
を
癒
す

と
い
う
わ
け
で

今
回
の
船
旅
も

安
心
し
た
ま
え
！

頼
り
に

な
る
ぅ
〜

ニ
ン
ジ
ン
の
チ
カ
ラ
で

抗
酸
化
作
用
と
疲
労
回
復
！！

貧
血
な
ら
オ
レ
に
任
せ
る
サ
！

長
い
海
上
生
活

タ
マ
ネ
ギ
・
ニ
ン
ジ
ン
は

保
存
が
き
く
か
ら

大
切
に
さ
れ
て
の
う

痛
風
の
痛
み
も

や
わ
ら
げ
る

ぞ
い
！

昔
を

思
い
出
す

サ
〜

加
工
用
の

タ
マ
ネ
ギ
と
ニ
ン
ジ
ン
の

積
み
込
み
は
進
ん
で

お
る
か
？

管
内
で
生
産
し

全
農
を
通
じ
て
加
工
業
者
へ
！

お
店
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

加
工
す
る
の
だ
よ

便
利
！！

加
工
用

っ
て
？

実
は

コ
レ…

カ
ッ
ト
野
菜
用
に

出
荷
す
る
ん
サ

も
ち
ろ
ん

で
サ
！

キャロ船長

キャプテン・スマイル

主
人
公
の
岩い

わ

井い

耕こ
う

太た

君
は
、
現
在
地
元
の
小
学
校
に
通
う
男
の
子
。
将
来
新
聞
記
者
に
な
る
た
め
、
地
元
の
農
畜
産
物
の
魅
力

に
つ
い
て
、勉
強
中
で
す
。
農
業
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
！
今
月
は
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ス
マ
イ
ル
と
キ
ャ

ロ
船
長
が
初
登
場
。
タ
マ
ネ
ギ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
需
要
が
高
ま
る
加
工
用
野
菜
は
、
大
航
海
時
代
に
も
大
活
躍
し
た
そ
う
で
す
。

頼
り
に
な
る
２
人
に
今
後
も
注
目
で
す
！

まんが：じっく
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